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協会団体名 会員施設数 訪問済 FAX・郵送回収
????
千葉県老人保健施設協議会 126 22 5
千葉市老人福祉施設協議会 43 7 1
千葉県高齢者福祉施設協会 279 60 12
千葉県福祉医療施設協議会 38 2 2
千葉県身体障害者施設協議会 20 12 1
合　　計 506 103 21
????
千葉県児童福祉施設協議会 43 12 1
千葉県知的障害者福祉協会 198 69 12
千葉県保育協議会 648 134 29
千葉市保育協議会 112 26 1
全千葉県私立幼稚園連合会 333 52 26
千葉市幼稚園協会 82 22 4
合　　計 1,416 315 73
全体合計 1,922 418 94
























22% 61% 17% 0%
6% 67% 17% 11%
17% 50% 33% 0%
22% 44% 28% 6%
6% 39% 33% 22%
0% 28% 61% 11%
0% 50% 50% 0%
39% 44% 17% 0%
11% 44% 33% 11%
17% 61% 22% 0%
17% 50% 33% 0%
22% 56% 11% 11%
22% 44% 33% 0%
44% 39% 17% 0%
44% 33% 22% 0%
28% 56% 6% 11%
28% 50% 22% 0%
33% 44% 22% 0%
11% 50% 33% 6%



































14% 59% 25% 2%
14% 62% 23% 1%
19% 56% 24% 2%
3% 31% 45% 21%
4% 34% 52% 11%
7% 42% 47% 5%
22% 57% 21%
12% 55% 30% 4%
17% 61% 20% 1%
17% 50% 31% 2%
25% 52% 20% 3%
19% 60% 21% 1%
34% 52% 14%
25% 50% 24% 1%
20% 53% 24% 4%
16% 65% 19%
17% 48% 34% 1%
10% 52% 36% 2%
36% 47% 17% 1%
1.ある, 85% 2.ない, 15%
1.ある, 59% 2.ない, 41%
1.ある, 34% 2.ない, 66%
1.良い, 33% 2普通, 66% 1%
1.いる, 43% 2．いない, 57%
１．思う, 48% ２．思わない, 52%
１．いる, 48% ２．いない, 52%













































































16% 58% 22% 4%
9% 47% 37% 8%
11% 50% 33% 5%
12% 47% 35% 5%
43% 47% 9% 1%
29% 51% 18% 2%
48% 46% 6%
36% 49% 14% 1%
26% 50% 24% 1%
23% 53% 23% 2%
22% 59% 17% 2%
28% 51% 20% 2%
18% 47% 32% 2%
12% 51% 35% 3%
18% 49% 30% 3%
37% 49% 13% 1%
56% 32% 10% 1%
39% 43% 15% 2%
28% 48% 21% 3%
25% 45% 28% 2%
23% 54% 22% 1%
18% 52% 27% 4%
21% 51% 25% 2%
31% 49% 18% 2%
34% 51% 13% 1%
1.いる, 92% 2.いない, 8%
1.いる, 15% 2.いない, 85%
1.思う, 50% 2.思わない, 50%
1.いる, 76% 2.いない, 24%



























24% 47% 26% 3%
6% 58% 33% 3%
12% 50% 35% 3%
15% 47% 32% 6%
59% 35% 6% 0%
27% 55% 15% 3%
55% 42% 0%
45% 45% 9% 0%
18% 67% 15% 0%
21% 55% 21% 3%
27% 55% 15% 3%
24% 56% 18% 3%
15% 67% 18% 0%
15% 44% 35% 6%
24% 41% 26% 9%
50% 41% 9% 0%
56% 29% 15% 0%
38% 44% 15% 3%
21% 52% 21% 6%
32% 41% 26%
32% 47% 18% 3%
26% 41% 29% 3%
29% 50% 18% 3%
47% 35% 15% 3%
45% 45% 6% 3%
97% 3%
【児童】集計結果（FGを含む）
【児童】過去２、３年卒業生
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「法制度の専門的知識」では、「介護保険法・高齢障
害者、虐待防止法は詳しく教えてほしい」、「介護過
程の展開：立案計画」「介過程の展開：評価」では
「文章を書くのが苦手」、とする自由記述が見られた。
・コミュニケーション能力
「できない」＋「あまりできない」が25％を超えた
のは、施設全体では、「他者に共感し相手の立場に
立った考え」（25％）「他職種との連携」（28％）「電
話の応対・文章での伝達」（33％）「相手・自分を傷
つけないで依頼を断る」（38％）、本学卒業生の就職
先施設では、「相手・自分を傷つけないで依頼を断
る」（39％）の１項目が25％を越えていた。
｢できない」＋「あまりできない」が25％を超え
た項目について、施設全体での自由記述を見ると、
「他者に共感し相手の立場に立った考え」では「人
の気持ちを読むことが下手。コミュニケーションが
下手」、「他職種との連携」では「看護師等との関わ
りが少ない」、「電話の応対・文章での伝達」では
「家族との電話対応で的を得た話が出来ない」、「相
手・自分を傷つけないで依頼を断る」では「自分の
意見を言えない。先輩たちの摩擦が怖い」とする自
由記述が見られた。
・ストレスコントロール力
「悲観的思考、被害妄想、自己肯定感、オープン
マインドの低さ等の傾向」が「ある」との回答が施
設全体では34％、本学卒業生の就職先施設でも34％
であった。施設全体での自由記述を見ると、「悲観
的思考、被害妄想、自己肯定感、オープンマインド
の低さ等の傾向」で「ストレスには弱い。先輩も何
に困っているのか把握できない」とする自由記述が
見られた。
２）「児童」の調査結果
全ての質問項目において、「できる」＋「少しでき
る」が50％を超えていた。
このため、「できない」＋「あまりできない」が
25％を超えた項目について以下に記す。
・専門力
「できない」＋「あまりできない」が25％を超えた
のは、施設全体では、「子どもの障害等に応じた保
育及び支援」（45％）、「成長・発達を促し、遊びを豊
かに発展するための環境構成」（40％）、「一人ひとり
の個性を見抜き、集団の中で主体的に活動に取り組
めるようにする」と「保護者の意向を把握し、連携
する」が共に（38％）、「保育計画」の中の「自己評
価」（34％）、「一人ひとりの置かれている家庭状況の
把握」（33％）、「子どもの個々の発達に応じた援助」
（26％）、「保育計画」の中の「立案」と「保育技術」
の中の「ミニゲーム」が共に（25％）であった。ま
た本学卒業生就職先施設では、「保護者の意向を把
握し、連携する」（41％）、「一人ひとりの個性を見
抜き集団の中で主体的に活動に取り組めるようにす
る」、「成長・発達を促し、遊びを豊かに発展するた
めの環境構成」が共に（38％）、「子どもの障害等に
応じた保育及び支援」（36％）、「一人ひとりの子ども
が置かれている家庭状況の理解」（35％）、「子ども
の個々の発達に応じた援助」（29％）であった。
「できない」＋「あまりできない」が25％を超え
た項目について、施設全体での自由記述を見ると、
「保護者の意向を把握し、連携する」では、「安心感
を与える会話」「連絡帳の読解力と、保護者と向き
合った時相手を知る力がほしい」、「成長・発達を促
し、遊びを豊かに発展するための環境構成」では、
「環境の意味合いを学んでほしい」「創意工夫しよう
とする意欲に欠ける」、「一人ひとりの個性を見抜
き、集団の中で主体的に活動に取り組めるようにす
る」では、「個々の育ちを受けとめる視点や価値観
を育ててほしい」「子どもが主体的に取り組む場を
想定することが難しい」、「子どもの障害等に応じた
保育及び支援」では、「障害児の特徴に応じた支援
ができない」、「一人ひとりの置かれている家庭状況
の把握」では、「家庭状況を把握しきれない」「保護
者支援・地域支援が求められている中で、保育士と
してどんな心構えを持つべきか考えてほしい」、「子
どもの個々の発達に応じた援助」では、「子ども一
人ひとりのタイプを見抜く力の訓練」や「乳幼児の
発達段階を理解しておく」などであった。
・コミュニケーション能力
「できない」＋「あまりできない」が25％を超えた
のは、施設全体では、「職場の中で相談したり、他
者の考えを受け止め、正確に理解すること」（31％）、
「報告、連絡、相談」（30％）、「相手も自分をも尊
重した会話」（27％）であった。また本学卒業生就
職先施設では、「職場の中で相談したり、他者の考
えを受け止め、正確に理解すること」（32％）、「電
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話の対応と伝達力」（27％）、「報告、連絡、相談」
（26％）であった。
施設全体での自由記述を見ると、「職場の中で相
談したり、他者の考えを受けとめ、正確に理解する
こと」では、「自分から分からないことを相談しよ
うとしない」、「電話の対応と伝達力」では「電話の
マナーができていない（言葉遣い・要件や相手の名
前を確認）、「報告、連絡、相談」では「人としての
コミュニケーション力の低下」「整理して話せない」
などであった。
・ストレスコントロール力
質問は、３項目であったが、「あまりできない」＋
「できない」が、25％を超えるものはなかった。
３　考察
子どもや高齢者、障害者は社会的弱者といわれ、
その方々に関る職業として「地域」も「児童」も専門
的な知識・技術が求められている。就業先が新人職
員に対してどの程度の専門的能力を求めているのか、
求めるものと最近の新人職員の実際とのギャップはど
うすれば埋められるのか、教育界と産業界が情報の
交換をし、職業社会に適応できる人材の育成が望ま
れている。また、本学卒業生の就く職業は対人間関
係の仕事であり、就業先としては専門知識と同時に
人間関係を円滑にする能力を求めているといえる。
今回の聞き取り調査で「できない」「ややできな
い」の合計が50％を越えたものは地域関係の専門力
の分野３項目であった。ターミナルケアや認知症の
理解、法制度の理解は日常生活から自然に身につく
知識ではなく専門的に学ぶ必要のある項目である。
経験だけで理解できるものではなく、介護福祉士と
して望まれる専門性であると考えられる。
さらに、専門力の中で25％を越えたところをみる
と ｢利用者の主体性に合わせた生活支援・環境づく
り」が施設全体、本学卒業生の就職先施設ともに不
得意とされた。「児童」でも施設全体、本学卒業生
の就職先施設ともに、「子どもの障害等に応じた保
育及び支援」、「成長・発達を促し、遊びを豊かに発
展するための環境構成」、「一人ひとりの個性を見抜
き、集団の中で主体的に活動に取り組めるようにす
る」、「保護者の意向を把握し、連携する」が不得
意とされた。自由記述からは、「会話力」「読解力」
「相手を知る力」、「環境の意味合いを知る力」「創意
工夫しようとする意欲」、「一人ひとりの個性を見抜
く力」、「個々の育ちを受けとめる視点や価値観」が
必要とされた。
また、対人関係の職種につく場合、人間関係を構
築することが不可欠である。人間関係の構築に係
る事項としては、この結果、コミュニケーション能
力が求められているといえるが、さらに、相手の立
場に立った考えができ、多職種と情報交換をし、そ
の方法としての伝達手段と相手を尊重する話し方を
知っていることが必要とされる。さらに、「児童」で
は、前述の内容から、専門力に裏付けられたコミュ
ニケーション力が、必要とされていることが分かる。
しかし、新人職員のうち特に「地域」では、「悲
観的思考、被害妄想、自己肯定感、オープンマイ
ンドの低さ等の傾向」が「ある」との回答が施設
全体、本学卒業生の就職先施設でも多く見られた。
「ストレスには弱い。先輩も何に困っているのか把
握できない」とする自由記述が見られた。人の気持
ちを読み取ることが下手であるとともに、うまくコ
ミュニケーションをとれず、自分の気持ちを分かっ
てもらえず、また依頼を断れないで自分自身を追い
込んでいる様子が窺える。すなわち、コミュニケー
ション力不足は、ストレスコントロール力の低さに
もつながっていると考えられる。
コミュニケーション力、ストレスコントロール力
は社会人基礎力として必要とされる力であるが、福
祉分野においては、さらに「障害や高齢という一人
ひとりの特性や環境に応じた支援の必要性を知り行
う力」という専門性を備えた職業能力が求められて
いると言える。これらを如何に教育機関が養成して
いくことができるかが、今後に課せられた課題である。
なお、今回の調査結果は産業界側からのみのヒア
リングの結果であり、新人職員自身が自己能力をど
のように考えているかは把握していない。今後、学
生や卒業生等からも同様の調査を行うことで、さら
に考察を深めていきたい。
参考文献
１） 今井訓子他（2013）「卒業生への就業継続支援に関す
る調査研究」植草学園短期大学紀要
２） 介護労安定センター（2011）「平成23年度　介護労働
実態調査」
